
例年とは違った１６日間の夏休みが終
わり、２学期が始まりました。今年は、
とても短い夏休みでしたが､中学部は部活
動も行われました。猛暑が続く中、熱中
症、大きなけがや事故等もなく、みなさんが健康に過ごし、元気に登校してくれて
いることに何より安心しているところです。
しかし、連日の報道等でご存知の通り、夏休みの間も新型コロナウイルス感染症

の拡大は続いています。２学期も１学期同様、学校における新しい生活様式を意識
して、毎朝の健康チェック(健康観察表の確認)、マスクの着用、手洗い、うがい、
消毒、３蜜の回避等の取組を行いながら教育活動を進めていきたいと思います。ま
た、保護者の皆様には、引き続き、毎朝のお子様の検温やマスクの準備等のご協力
をお願いします。
ただこの時期は、毎日の猛暑で熱中症にも気を付けなければなりません。そこで、

マスクの着用についてですが、熱中症対策の観点から、登下校中や屋外での活動の
際は、十分に間隔を取った上でマスクを外すよう子ども達に伝えていきたいと思い
ます。さらに、こまめな水分補給を行うために、水筒の準備も引き続きお願いしま
す。学校と家庭が協力して子ども達の健康管理を行っていきましょう。

飯塚市教育委員会（教育総務課）では、２学期より新型コロナウ
イルス感染防止のための換気及び熱中症防止対策として市内全公立小
中学校の体育館に大型扇風機を設置しました。本校の大アリーナには
８機設置し､毎日の授業、昼休み、部活動等で活用しています。少し
でも暑さをしのぎながら授業や部活動に集中してほしいものです。

最後の交流大会で９年生が活躍す
る様子に感動する場面もあり､９年

生の引退後は８年生が中心となり､部活動を動かしています。どのような姿を７年
生に見せてくれるのか､楽しみにしながら保護者の皆様と見守っていきたいと思い
ます。引き続き、ご支援よろしくお願いします。
【嘉飯地区新人体育大会の日程】(※)駅伝大会は総合体育大会のため９年生出場
月 日 部活動大会名 月 日 部活動大会名
９ 12 陸上競技大会 10 25，11/1 バスケットボール大会
９ 26,27,10/3 野球大会 10 24, 25 バレーボール大会
10 ３,４ ソフトテニス大会 10 10 駅伝総合体育大会(※)
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自主 協力 忍耐 夏休み中の新型コロナウイルス関連の報道で、気になるものがありました。それ
は、東京都から実家へ帰省した人や感染者への誹謗・中傷が相次いだという事です。
不要不急の外出を自粛していたとはいえ、介護や家庭の事情等の理由でやむなく帰
省された都民もいたことでしょう。感染の拡大を恐れての言動なのでしょうが、個
人を特定し、いくら非難をしても感染が収まるわけではありません。私たちがコロ
ナと共存しながら打ち勝っていくためには、コロナ感染への差別や偏見、誹謗中傷
は負の要因でしかないのです。日本赤十字社によると新型コロナウイルスは、３つ
の顔があると定義しています。
右下の図は、日本赤十字社が新型コロナウイルスによる負のスパイラル（連鎖）

を断ち切るためのガイドラインとして作成したアニメーションの一部です。そこで
は、ウイルスには「病気」「不安」「差別」の３つの顔があると説明しています。

目に見えない新型コロナウイルスに感染する
のは、「病気」（第１の感染）だけではない。

現在ワクチンや治療薬がなく、自分が感染する
かもしれないという恐れから「不安」（第２
の感染）が増す。

間違った情報を信じて感染の可能性がある人
に嫌悪感を抱き、その人を遠ざけようとする
といった行動、「差別」（第３の感染）につな
がる。

「病気」「不安」「差別」という３つの顔のつながりは、負のスパイラルとなり更
なる感染拡大につながります。私たちがウイルスと共存しながら打ち勝つためには、
「新型コロナウイルス の３つの顔」をしっかりと理解して立ち向かう必要がありま
す。２学期は、夏から秋、冬へと季節が移り変わる長い学期です。もしかすると本
校でも感染が確認されるかもしれません。その時に私たちがどう対処するか。今後
も感染防止対策への取り組みを継続し、第１の感染を防ぐと共に第２・第３の感染
に振り回されることなく冷静に対応し、新型コロナウイルスの持つ､負のスパイラル
を断ち切って､社会全体でこの困難を乗り越えていきましょう。

保護者の皆様へ

夏休み中も新型コロナウイルスの感染拡大は止まりませんでした。不安な気持ちの
まま新学期を迎えた子ども達もいるのではないかと思います。お子様のご家庭の様子
で気になることや気づかれたことがございましたら、ご遠慮なく学校へご相談くださ
い。
２学期も充実した学期になるよう小中学部全職員で力を合わせて取り組みます

ので､１学期同様､保護者の皆様の本校教育活動へのご理解とご協力をお願い致し
ます。

今年のスローガン『地域とともにある学校』




